
付紙様式２

円 円

5,863,000 0 0 19,269,800 0 25,132,800

5,285,000 0 0 18,845,000 0 24,130,000

注：１基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費等・その

　　　他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
岩国飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：新港船揚施設）
整備事業

補 助 事 業 者 名 　岩国市

実 施 場 所 　岩国市　新港町三丁目　地先

補助事業の成果の目標

　新港船揚場施設は、老朽化が著しく、地元利用者の漁船修理・点検作業に
支障をきたしているところである。
　このため、新港船溜りを利用する船舶の、漁船修理・点検作業が安全で効
率的に行えるよう船揚施設を改修し、漁業活動への利便性の向上を図る。

補 助 事 業 の 内 容
船揚場施設
　RC平屋新築　　　　　　　　14.4㎡
　電気設備・機械設備新設　　１式

補助事業の始期及び終期 　令和元年度から令和４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

計

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本事業において、建屋新築及び電気・機械設備を実施したことにより、旧施
設で老朽化していた機能が改善され、地元利用者の漁業活動の利便性の向
上を図れたと評価できる。
　また事業効果について、地元利用者への聞き取り調査を実施し、「十分な
能力になり底曳船でも安全に上架できる」「使いやすくなった」、など回答を得
ている。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金の事業である旨を、工事看板
への記載・建物への掲示版設置及び工事説明会の開催を行い、地元利用者
への周知を図った。

事業の改善措置及び
今　後　の　対　応

　今後とも地元利用者の理解を得ながら事業を実施


